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　人ロの動き
一10月1日現在一
男4，160（一7）
女4，256（＋9）
計8，416（＋2）
世帯数2，278（＋4）

　（）は前月比較



平成10年度一般会計決算を全員起立で可決しました（9／22）

入歳

自動車取得税交付金0．6％

　利子割交付金0．1％

繰入金3．5％

　　難　　藩縫
簸

繰越金3．2％

諸収入2．0％

分担金
　及び負担金1．7％

　　使用料

＼
　　　及び手数料0．8％

　財産収入0．2％

　　慧翻
欝

／　国庫支出金
　　　　　5£％

県支出金

＼7．2％

麟
慧

　　　地方譲与税1．0％

地方消費税交付金1．1％

　歳入合計
59億8，324万円

嚇
鱗為3．

町債
19．1％

地方交付税
　40．4％

　
平
成
十
年
度
の
決
算
が
、
九
月
二
十

二
日
の
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
決
算
は
、
平
成
十
年
四
月
一

日
か
ら
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

収
支
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
一
般
会

計
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
歳
入
は
、
五
十
九
億
八
千
三
百
二
十

四
万
円
、
歳
出
は
五
十
七
億
二
千
二
百

一
万
円
で
、
九
年
度
決
算
に
比
べ
歳
入

で
は
一
六
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
歳
出
で

は
一
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し

た
。　

歳
入
に
は
、
町
税
、
分
担
金
、
負
担

金
、
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
、
町
が
自

ら
の
手
で
徴
収
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
自
主
財
源
」
と
、
国
県
支
出
金
、
地

方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
債
の

よ
う
に
、
国
や
県
か
ら
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
「
依
存
財
源
」
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
の
十
年
度
決
算
は
、
七
五
・
三
パ

ー
セ
ン
ト
と
依
存
財
源
の
割
合
が
高
い

構
造
が
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
、
こ

こ
五
年
間
の
決
算
の
う
ち
で
最
も
依
存

財
源
の
率
が
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま

総額57億2，201万円はこのように使われました。

土木費冊卍％
憩億9，693万梱

民生費1＆5％
憩億5，883万円

総務費13．2％
7億5，435万円

　
　
　
　
、

％
爲

3
　
r
，

L
円

1
万
4

費
瑚

　
湾

教
6

衛生費6蒲％
3億譲，000簸円

商工費4濁％
2億8，0馴万円

消防費3．4％
1億9，797万円

％冷
噛
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ー

ヤ

．
費
円

　
　
万

会
創

　
　
」

議
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特別会計決算

お知らせします

す
。　

ま
た
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
「
快
適

な
暮
ら
し
の
中
に
、
安
ら
ぎ
と
感
動
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
基
本
方
向

に
の
っ
と
り
、
事
務
・
事
業
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
事
業
の
分
類
に
そ
っ
て
、

そ
の
主
要
な
事
業
の
一
部
を
簡
単
に
紹

介
し
ま
す
。

【
総
務
・
民
圭

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

造
事
業

・
短
期
入
所
施
設
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー
増
設
事
業

・
旧
ハ
リ
マ
ヤ
橘
工
場
解
体
撤
去
事
業

・
総
合
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業

【
開
発
・
観
光
】

・
中
子
連
絡
道
整
備
事
業

・
コ
テ
ー
ジ
建
築
事
業

・
松
葉
荘
空
調
機
器
入
れ
替
え
事
業

・
中
屋
敷
住
宅
造
成
測
量
設
計
委
託

【
衛
生
費
】

・
住
民
検
診
を
始
め
と
す
る
各
種
検
診

　
事
業
、
母
子
保
健
、
環
境
衛
生
事
業

【
農
林
業
】

・
中
山
間
地
域
活
性
化
総
合
対
策
事
業

・
仙
田
地
域
総
合
整
備
事
業

・
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
事
業

【
教
　
　
育
】

・
多
目
的
屋
内
体
育
施
設
建
設
事
業

・
中
国
黒
龍
江
省
と
の
卓
球
交
流
事
業

【
土
　
　
木
】

・
公
営
住
宅
建
築
事
業

・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
建
築
事
業

・
水
環
境
事
業

・
道
路
改
良
・
河
川
整
備
事
業

　
な
お
、
近
年
に
お
い
て
は
、
公
債
費

も
大
変
な
額
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

交
付
税
で
措
置
の
あ
る
優
良
債
を
中
心

に
借
り
入
れ
て
お
り
、
健
全
な
財
政
運

営
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

目的別歳出の内訳

％㏄
円翻

融

　
爾露

泌

公
6

災害復旧費α3％
1，673万円

農林氷産業費　織3％

5億9，48灘万円

　無露　　
　ぎ　　　　　　　ゆ
　無，驚　盤難
　　■　　　　鱗

　　　のま　　う

麗諺纏
、繍∫5灘

勇働　費0沼％
1，613万円

4蟹翻藍
㊥㊥・

韓灘』嬰

歳入 5億4，491万　　円
国　　民
健康保険

歳出 4億7，940万8干円

国民健康
保険診療所

歳入 2億4，875万　　円

歳出 2億4，301万4干円

老人保健

歳入 9億3，721万4干円

歳出 9億1，621万1干円

簡易水道
事　　業

歳入 1，742万1干円

歳出 1，728万3干円

歳入 6億2，033万4干円
農村集落
排水事業

歳出 6億2，033万4干円

下水道
事　　業

歳入 4億7，840万5干円

歳出 4億7，535万6干円

地域振興券

交付事業

歳入 4，472万8干円

歳出 940万4干円

連日にぎわいを見せているスポーツパレス川西

③11．10．10



　
十
月
四
日
か
ら
、
山
野
田
農
事
集
会
所
を
皮

切
り
に
町
内
三
十
か
所
で
、
『
介
護
保
険
制
度

集
落
説
明
会
』
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
九
月
一
日
か
ら
要
介
護
認
定
申
請
の
受
け
付

け
開
始
、
九
月
十
六
日
か
ら
訪
間
調
査
開
始
と
、

来
年
四
月
か
ら
の
制
度
の
円
滑
実
施
に
向
か
っ

て
、
介
護
保
険
制
度
は
す
で
に
動
き
出
し
て
お

り
ま
す
。

　
来
年
の
四
月
か
ら
は
待
っ
た
な
し
で
、
四
十

歳
以
上
の
み
な
さ
ん
全
員
か
ら
の
保
険
料
徴
収

も
行
わ
れ
ま
す
。

　
農
作
業
も
一
段
落
の
こ
の
時
期
、
ご
家
族
ご

近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
九
月
二
十
日
号
の
お
知
ら
せ
版

を
ご
覧
に
な
る
か
、
役
場
福
祉
課
に
お
間
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
を
必
要
と
す
る
人
も

　
　
　
　
　
　
介
護
を
す
る
人
も

　
　
ど
ち
ら
も
楽
に
な
る
た
め
に
…

　
介
護
保
険
は
、
社
会
の
み
ん
な
で
お
年
寄
り

と
家
族
を
支
え
て
い
く
制
度
で
す
。

6市町村（十日町市・川西町・津南町・中里村・松代町・松之山町）共同による

　　　　『十日町地域広域市町村圏介護認定審査会』始まる…10月20日が初審査会’

　『十日町地域広域市町村圏介護認定審査会』と

は、介護保険において訪間調査の一次判定と主治

医の意見書を基に、二次判定を行う『介護認定審

査会』のことです。

　審査会の委員は、医療・保健・福祉に携わる有

識者で89人おられます。審査会では、5人1チー
ムで審査判定にあたっていただきます。10月20日

から来年の3月までに、6市町村の要介護認定申

請者は3，000人を超えると予想され、100回を超え

る審査会が実施されます。

p
じ

介
護
保
険
Q
＆
A

Q．

九
月
一
日
か
ら
要
介
護
認
定
の
申

　
請
受
付
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
判

　
定
結
果
は
い
つ
ご
ろ
、
本
人
に
通

　
知
さ
れ
ま
す
か
。

A
．
広
域
対
応
の
『
介
護
認
定
審
査
会
』

　
に
よ
る
二
次
判
定
が
、
十
月
二
十

　
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
川
西
町

　
分
の
審
査
は
、
二
十
日
を
皮
切
り

　
に
お
よ
そ
十
日
ご
と
に
行
わ
れ
、

　
　
一
回
二
十
～
三
十
件
の
判
定
が
な

　
さ
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
判
定
結

　
果
を
ご
本
人
に
通
知
で
き
る
の

　
は
、
早
い
方
で
十
月
下
旬
と
な
り

　
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
介
護
保
険
制
度
で
は
、

　
申
請
か
ら
判
定
結
果
通
知
ま
で
を

　
三
十
日
問
と
定
め
て
お
り
、
来
年

　
四
月
の
介
護
保
険
制
度
施
行
後

　
は
、
原
則
と
し
て
期
限
内
で
対
応

　
い
た
し
ま
す
。

rプ，
覧9

噺、
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介護保険制度で広がる町の介護サービス

介護保険では、町外の介護サービ

スも利用できるようになり、利用者
にとって、選択の枠が広がります。

主な介護サービスの供給量の動き
　一制度施行前後の提供量比較一

　　　□制度施行後　　■現在

プ
ス
　
ア
イ

鑓
驚

卜
刊
狛
回（人）／週0　　50　100　150　200

※平成11年3月の供給量調査の結果より。

　
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
、
「
保
険
あ
っ

て
介
護
な
し
」
の
言
葉
を
目
や
耳
に
さ
れ
て

い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
実
際
に
は
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
や
量
に
よ
っ
て
保
険
料
が
決
ま

る
た
め
、
「
介
護
な
け
れ
ば
保
険
も
な
し
」

の
ほ
う
が
本
当
は
正
し
い
の
で
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
量
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
保
険
料
に
も
差
が
で
き
ま
す
。
保
険

料
の
高
い
低
い
が
、
そ
の
市
町
村
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
度
を
表
す
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
策
定
委
員
会
で
は
、
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
」
に
よ
っ
て
手
厚
い
介
護
が
で
き
る
よ

う
、
六
十
五
歳
以
上
の
保
険
料
の
基
準
額
を

二
、
九
九
一
円
（
現
行
制
度
下
で
の
推
定
）

と
し
、
下
記
の
三
つ
の
町
独
自
給
付
を
加
え

る
方
向
で
策
定
し
て
い
ま
す
。

短期入所生活介護（ショートステイ）の

介護者が、疾病や冠婚葬祭などに

よって家庭での介護が困難な場合
に、介護が必要な方を一時的に施設

でお世話します。

標準

要支援 1
要介護1 2
要介護H 2
要介護皿 3
要介護IV 3
要介護V 6

単位：週／6ヶ月

川西町

2
4
4
6
6
6

あったかいお弁当を毎日お届けできたら…

現在、町社協の事業として、ボランティアの

みなさんによって週2回の配食サービスが行わ
れています。

　これを、残りの5日間についても提供できる
よう協議中です。具体的にはこれから検討して

いきます。

配食サービスの利用頻度意向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※昨年7月に行　　　　　　　⇒　　　　　　　　　　　　　　　った、高齢者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実態調査の要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　援護在宅調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（対象者219人）

現在、町社協に委託している紙おむつ等支給事業を介護保険の町独自給付の中で対応
します。

利用者負担は、現行の所得による定額補助（月8，000円又は月4，000円〉から、利用料

の1割負担に変更させていただきます。

提供回数 希望者数

週1回未満 1人

週1～2回 24人
週3～4回 6人

週5回以上 9人

計 40人

H6 H7 H8 H9 H10
利用件数 178件 192件 269件 346件 370件

⑤11．10．10



ご存じ寄すか
　　行政相談委員

国や地方公共団体（県や市町村）が、住民の福祉の向上を

図る目的で行う施策を一般的に行政といいます。

行政は、住民が納める税金などによって実施され、いろい

ろな分野で行われます。道路や河川の整備、学校の建設、教

育、お年寄りの保護や健康診断の実施、公園、緑地、町民の

憩いの場の整備、農業を振興させるようなことや、その一面、

税金や保険料などを徴収するのも行政です。

もちろん、国の行政はもっと大きく、世界に対して財政援

助をすることや、防衛費支出なども税金によって賄われてい

ます。こうした税金を徴収することや、その税金を使うこと

に対して監視することに対する監視役であり、それを実行す

る法律を作るのが国民を代表する議会ということになるわけ

です。しかし、議会が監視役とはいっても、国の行政が各地

方まで広がってしまうと、国会議員でも目が届かない面が多

くあります。

こうしたことは、やはり直接関係した国民の皆さんがもつ

意見（不満）が一番直接的です。この「不満や意見を聞きま

す」というのが行政相談委員です。

行政相談委員は、総務庁長官が委嘱する委員で、各市町村

に必ず一人以上は委嘱されています。町では、現在高橋英雄

さん（学校町・盈68－3334〉がその任に当たっておられ、

すでに在職5年になります。

行政相談委員の主たる任務は、国（政府の各省庁）が行う

行政であって、そのやり方、方針、あるいはそれを取り扱う

出先職員に不満や意見のある方から、その意見（不満）を聞

き、それを担当する国の機関に皆さんに代わって申し上げ、

国の行政を正そうという役目です。

例えば、道路の証明が暗いため痴漢が出て困るとか、川の

側にガードレールがないため自転車に乗った子どもが落ちて

おぼれそうになったとか、あるいは、行政を預かる出先の窓

口職員の対応が無愛想で、親身になって話を聞いてくれない。

許可や認可の申請をしたのに、何か月も返事がないなど。い

ろいろなご意見や不満を持っている方があるかと思います。

そして、こういうことをどこで相談したらよいか分からない

というような方は、ぜひ行政相談委員にご相談ください。

町では、行政相談日として毎月千手・上野・橘・仙田のど

こかの地区で相談所を開設しています。（お知らせ版の行事

一覧をご覧ください。）また、ここに例示した以外の事柄で

も、「こういう話はどこに行って聞けばいいのだろうか」と

いうようなことでもかまいません。

行政相談委員は、本来は国

の行政に対する不満や意見を

聞く機関ですが、県や国の行

政についても同じようにお聞

きして相談に乗ります。相談

内容の秘密で厳守されますの

　鑓灘

榊
鐵
雛
幾
欝
蒙
櫛
難
鑛
灘
國
鎌

簸
懸
議
饗
難
翻
饗
顯
鐵
鍵
縫
難
墨
鎌
懸

潔
礁
総
鎌
欝
叢
馨
鍵
。

　
灘
穣
ぽ
．
灘
鐵
磯
諜
欝
購
雛
騰
難
雛

藩
一
般
嚢
闘
簸
灘
攣
譲
難
叢
。
鑑
懇
灘

鐵
騰
礒
．
鞭
幾
灘
難
獲
辮
欝
騰
一
簸
騰

灘
撚
灘
講
纒
織
嚢
難
繊
磯
難
翻
饗
灘
鐵

鐵
歳
鑛
灘
魏
逡
幾
鐵
灘
繋
響
灘
灘
難
撚

譲
鍵
慈
鱗
慧
楼
縫
。

　
鱗
繋
継
鐵
縫
犠
．
螺
欝
騰
懸
縄
議
数

灘
藻
襲
難
灘
雛
徴
醗
藥
獺
蒙
“
“
繊
灘
鰺
心

部
雛
鍵
榮
鍛
．
繋
鐵
騰
構
難
獺
獺
瀾
磯

欝
講
萎
難
獲
隣
懸
瀦
競
纏
騰
鎌
鏡
纐
鹸

饗
灘
榊
難
．
鞭
幾
纏
顯
蕪
簾
鶏
鐵
鰹
　

幾
饗
議
欝
鑑
藁
欝
騰
鷲
麟
灘
糊
灘
灘
国

難
獲
獲
纏
獲
欝
鐡
饗
雛
繍
鑛
灘
鑛
簸
第

聾
懸
耀
蓬
轍
難
灘
業
饗
議
灘
整
鎌
難

騰
繋
欝
繋
糊
蕪
療
獺
鍵
嚢
懸
難
灘
慈
鷺

叢
馨
難
。
議
難
．
墾
饗
鍵
護
灘
蕪
灘
鐵

簗
蘂
簗
纏
饗
．
心
灘
鍛
欝
鰯
難
　
灘

幽
懇
勝
懸
贈
懇
獺
雌
難
繋
選
鐵
嚢
難
灘
。
総

潟
叢
灘
一
鍛
難
鞭
霧
講
難
讐
難
鐵
騰
毅
懇
㎜

灘
難
藤
雛
難
灘
騰
織
露
　
纒
叢
欄
懇
織

懸
鍵
溝
塗
鰹
礫
麟
慧
蟻
馨
蟻
鞭
．
灘
姦

騰
．
繍
灘
護
繋
隣
鰻
難
慧
簸
灘
鐡
鐵
慧

灘
鐵
騰
鷺
溝
叢
纒
鰻
灘
鍵
鞍
懇
難
醐
嚢
㎜

蓬
叢
叢
騰
灘
難
縷
叢
蟻
難
、

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
前
助
役
大
平
剛
士

　
秋
冷
快
適
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
は

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
こ
と

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
九
月

末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
助
役
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
七
年
に
川
西
町
役
場
に
奉

職
い
た
し
ま
し
て
以
来
、
今
日
に
至
る

ま
で
の
長
い
公
務
員
生
活
の
間
、
皆
様

か
ら
賜
り
ま
し
た
限
り
な
い
ご
指
導
と

ご
厚
情
に
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　
お
陰
様
で
、
初
代
中
村
町
長
さ
ん
、

二
代
根
津
町
長
さ
ん
、
そ
し
て
三
代
南

雲
町
長
さ
ん
と
い
う
優
れ
た
為
政
者
の

下
で
、
微
力
な
が
ら
公
務
に
専
心
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
収
入
役
、
助
役
の
職
に
あ
り

ま
し
た
五
年
間
は
、
町
民
皆
様
か
ら
一

方
な
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
と
、
前
南
雲
町
長
さ
ん
か
ら
、
厳
し

い
中
に
も
温
情
溢
れ
る
ご
指
導
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
生
涯
最

高
の
師
で
あ
り
、
終
生
忘
れ
え
ぬ
得
が

た
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
皆
様
か
ら
賜
り
ま
し
た

貴
重
な
ご
教
訓
を
大
切
に
し
て
、
第
二

の
人
生
を
歩
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
相
変
わ
り
ま

せ
ず
、
一
層
の
ご
交
誼
と
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
川
西
町
の
一
層
の
発

展
と
皆
々
様
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
御
礼
と
退
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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雛

もみじ弓きに参加
　　　　　　　　　　地域交流図る

　9月5日、小白倉集落で伝統のrもみじ引き」が実施され、

この催しに、旧白倉小学校で8月14日～9月7日までワー

クショップを開いていたロンドンA　Aスクールの生徒13か

国およそ20人も参加。もみじの大木を引っ張り、水をかけ

合うことで有名なこの祭りを大いに盛り上げ、地域の人と一

緒になって祭りを楽しみました。

灘灘轟轟嚢．
　　　神輿競演会で優勝した中屋敷木島地区

．、、、猿　臨，濃縣縫

み　こし

神輿の競演や寸劇に沸＜

み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ
て
も
み
じ
の

大
木
を
引
っ
張
り
ま
し
た

　9月4日～5日と千手まつりが実施されました。去年から始まっ

た神興競演会が今年も人気で、9町内から出場した神興連が、千手

神社近くの特設会場で神興回しなどを披露。今年は、殿様・ピエロ

等の仮装で登場し観客を沸かせた中屋敷木島チームが優勝しました。

　また、今年は、商工会千手支部による寸劇r龍馬伝説」が上演さ

れ、大いに盛り上がっていました。

←

　　生ごみも貴重な資源　　P・F・無　　　　　一
9月7日～1，日ま爪ノ、【西中学校南校舎月易ゑ＋日田丁砂不り糟繋囎論麟鞭翻

飼料●肥料という生成物として活用できるプロバイオシステ　．　　、、　、、露．一

ムを採用・飼料として用いると、養鶏・豚糞の臭い激減に効　　　　　　　　　麟　、1

処
理
作
業
の
説
明
を
熱
心
に

聞
く
上
野
小
4
年
生
の
児
童

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
る
　
　
　
キ
ジ
を
放
鳥

　
九
月
二
十
五
日
、
千
手
温
泉
で
町
交
　
　
　
九
月
二
十
九
日
、
上
野
保
育
園
入
り

通
安
全
協
会
．
同
婦
人
部
に
よ
る
コ
ロ
同
　
口
の
道
路
で
、
川
西
町
猟
友
会
（
保
坂

齢
者
交
通
安
全
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
　
精
一
会
長
・
会
員
1
5
人
）
に
よ
る
キ
ジ

れ
ま
し
た
。
交
通
安
全
の
腹
話
術
や
寸
　
　
の
放
鳥
が
行
わ
れ
、
上
野
保
育
園
児
や

劇
、
三
駐
在
さ
ん
の
お
話
し
な
ど
で
、
　
上
野
小
学
校
児
童
ら
が
、
箱
か
ら
五
十

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。
　
羽
ほ
ど
を
放
つ
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
・

癒
嚢
．
饗
麗
灘
璽
灘
を

灘
鰯
■
羅
離
　
．
濃
臨
麗
難
繕

欝
鞭
灘
，
　
訥
語
　
　
》
、
灘
灘
野
、
幾
、
膿
攣
咽
ね

　
．
誓
総
・
醤
皿
騰
姥
騨
熱
　
　
灘
，
醸
畷
．
．
　
拙
尉
臥

纏
囎
幽
薫
繭
鰭
，
藷
鑛
禦
獄

十五夜祭りにぎわう
　9月14日～15日と新町新田神社境内で、十五夜祭

り（新町新田・じょんのび会主催）が開かれました。

14日は大演芸大会が行われ、子供たちの寸劇・ダン

ス・のど自慢など、多彩な出し物を披露。屋台も設

置され、祭りは大変盛り上がりました。また、15日

には、みこしが練り歩き、ゲートボール大会や子供

花火大会などを実施、盛会のうちに終了しました。

舞
台
の
上
で
は
、
い
ろ
い
ろ

催
し
が
実
施
さ
れ
ま
し
た



魎億

画

　
北
海
道
か
ら
福
岡
ま
で
、
全
国
二
十

二
都
道
府
県
か
ら
三
、
一
一
四
点
の
ご

応
募
を
い
た
だ
い
た
写
真
と
言
葉
の
コ

ン
テ
ス
ト
「
越
後
妻
有
ス
テ
キ
発
見
」

の
本
審
査
が
、
大
岡
信
氏
な
ど
の
審
査

員
に
よ
り
九
月
十
三
日
に
東
京
代
官

山
・
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
で
行
わ
れ
、

ス
テ
キ
発
見
大
賞
を
は
じ
め
、
各
賞
が

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
者

の
皆
さ
ん
、
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

◇
ス
テ
キ
発
見
大
賞

　
高
橋
賢
治
（
津
南
町
）

◇
芸
術
部
門

　
●
優
秀
賞
　
柳
芳
信
（
松
代
町
）

　
●
川
西
町
長
賞
　
佐
藤
弘
（
見
附
市
）

　
●
松
代
町
長
賞
　
齋
藤
正
三
（
加
茂

　
　
市
）

　
●
感
動
賞
　
山
内
景
行
（
十
日
町
市
）

　
●
審
査
員
賞
　
く
安
斎
重
男
賞
V
外

　
　
石
富
男
（
加
茂
市
）
〈
伊
島
薫
賞
〉

　
　
諏
訪
宣
子
（
群
馬
県
）

◇
一
般
部
門

　
●
優
秀
賞
　
斉
木
康
晴
（
十
日
町
市
）

　
●
十
日
町
市
長
賞
　
遠
藤
八
十
一

　
　
（
＋
日
町
市
）

　
●
中
里
村
長
賞
　
桜
井
大
士
（
長
岡

　
　
市
）

　
●
お
ら
が
賞
　
庭
野
豊
（
十
日
町
市
）

　
●
審
査
員
賞
　
　
〈
真
野
響
子
賞
〉
久

　
　
保
田
真
一
（
長
野
県
）
〈
大
岡
信

　
　
賞
〉
津
野
文
夫
（
新
潟
市
）
〈
中

　
　
塚
大
輔
賞
〉
高
橋
早
苗
（
川
西
町
）

◇
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

　
●
優
秀
賞
　
桜
井
瑛
美
（
十
日
町
小
）

　
●
津
南
町
長
賞
　
高
橋
あ
づ
さ
（
千

　
　
手
小
）

　
●
松
之
山
町
長
賞
　
殖
栗
か
お
り

　
　
（
長
岡
市
）

　
●
ま
ご
こ
ろ
賞
　
上
村
研
史
（
上
野

　
　
小
）

　
●
審
査
員
賞
　
　
〈
北
川
フ
ラ
ム
賞
〉

　
　
小
林
和
彦
（
仙
田
小
）
〈
阿
部
真

　
　
理
子
賞
〉
佐
藤
実
弥
子
（
水
沢
小
）

　
●
わ
ん
ぱ
く
賞
　
森
早
里
香
（
神
奈

　
　
川
県
）
、
南
雲
加
奈
子
（
倉
俣
小
）
、

　
　
丸
山
洋
祐
（
橘
小
）
、
風
間
亜
沙

　
　
美
（
八
箇
小
）
、
工
藤
悠
（
西
小
）
、

　
　
水
落
麻
美
（
鐙
島
小
）

◇
ス
テ
キ
賞
（
入
選
）

　
小
林
七
重
（
新
潟
市
）
、
山
内
正
胤

　
（
十
日
町
市
）
、
関
谷
柳
子
（
松
代
町
）
、

　
栗
村
成
彦
（
東
京
都
）
、
高
橋
笑

（
松
代
町
）
、
古
谷
方
真
（
埼
玉
県
）
、

金
子
敏
子
（
埼
玉
県
）
、
岩
田
和
子

（
十
日
町
市
）
、
樋
口
愛
男
（
千
葉
県
）
、

勝
田
和
代
（
六
日
町
）
、
中
林
辰
男

（
十
日
町
市
）
、
滝
沢
和
平
（
松
之
山

町
）
、
若
井
武
夫
（
六
日
町
）
、
川
崎

充
（
川
西
町
）
、
斉
木
薫
夫
（
十
日

町
市
）
、
田
村
保
和
（
十
日
町
市
）
、

鶴
田
君
子
（
千
葉
県
）
、
藤
井
八
重

子
（
与
板
町
）
、
後
藤
浩
子
（
新
潟

市
）
、
佐
藤
茂
子
（
新
潟
市
）
、
仲
淳

（
小
千
谷
市
）
、
中
條
誠
（
十
日
町
市
）
、

数
藤
進
吉
（
川
西
町
）
、
関
口
一
幸

（
長
岡
市
）
、
根
津
義
広
（
十
日
町
市
）
、

茂
野
孝
蔵
（
松
代
町
）
、
秋
田
律
子

（
松
代
町
）
、
木
田
秀
美
（
東
京
都
）
、

遠
田
明
子
（
十
日
町
市
）
、
宮
澤
健

二
（
十
日
町
市
）
、
高
橋
明
夫
（
松

之
山
町
）
、
瀬
切
新
雄
（
中
里
村
）
、

二
瓶
公
介
（
十
日
町
市
）
、
高
橋
七

恵
（
埼
玉
県
）
、
庭
野
真
由
美
（
赤

倉
小
）
、
庭
野
三
由
紀
（
赤
倉
小
）
、

、
庭
野
駿
一
（
赤
倉
小
）
、
大
口
由
華

（
水
沢
小
）
、
尾
見
善
恵
（
名
ケ
山
小
）
、

根
津
明
日
華
（
津
南
小
）
、
宮
沢
瞳

（
水
沢
中
）
、
石
沢
貴
司
（
三
箇
小
）
、

蔵
品
京
子
（
千
手
小
）
、
登
坂
綾
乃

（
千
手
小
）
、
村
越
大
樹
（
橘
小
）
、

佐
藤
麻
衣
（
川
西
中
）
、
小
堺
祐
香

（
松
代
中
）
、
富
井
文
子
（
中
里
村
）
、

高
橋
健
吉
郎
（
十
日
町
市
）
、
高
橋

嵩
一
（
松
代
町
）
勝
田
定
夫
（
六
日

町
）
、
福
井
悟
（
奈
良
県
）
、
七
五
三

木
三
枝
子
（
群
馬
県
）
、
小
林
仁

（
新
津
市
）
、
平
田
一
幸
（
吉
川
町
）
、

関
口
芳
文
（
十
日
町
市
）
、
村
山
夏

一第3回　十日町市・川西町小学校一

灘

〔
男
子
〕

5
年
　
1
0
0
メ
ー
ト
ル

①
中
川
大
志
（
下
条
）
⑤
高
橋
佑
太

郎
（
千
手
）
⑨
宮
　
友
宏
（
千
手
）

6
年
　
同

①
鈴
木
龍
也
（
川
治
）
②
飯
塚
寛
之

繋穗騨襲　　　　聯　　　　　　，　　　㌧一，繍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　一　　　　　一　騰嬢＿囲
　　　　一一辮懸難灘．　　　，　灘鍵翻、簸縫騒鰯灘麟難灘

　声援を背に受けて頑張る町児童（700番台が町の児童です）

琵
舞

（
水
沢
）
⑩
南
雲
啓
太
（
千
手
）

5
年
　
1
5
0
0
メ
ー
ト
ル

①
井
川
智
之
（
下
条
）
②
太
田
和
成

　
（
鐙
島
）
⑥
片
桐
裕
貴
（
橘
）

6
年
同

①
遠
田
祐
貴
（
川
治
）
⑤
南
雲
　
革

11．10．10③



餐藁轟

樹
（
十
日
町
市
）
南
雲
徳
栄
（
十
日

町
市
）
、
佐
藤
悠
里
（
松
之
山
町
）
、

坂
東
健
次
郎
（
十
日
町
市
）
、
石
川

哲
司
（
十
日
町
市
）
、
佐
藤
君
子

（
松
之
山
町
）
、
佐
藤
栄
作
（
十
日
町

市
）
、
植
木
元
（
柏
崎
市
）
、
堀
川
建

夫
（
新
井
市
）
、
桜
井
勝
美
（
群
馬

県
）
、
荒
井
俊
雄
（
長
野
県
）
、
中
林

英
一
（
十
日
町
市
）
、
生
越
久
雄

（
十
日
町
市
）
、
樋
口
芳
一
（
中
里
村
）
、

村
山
吉
史
（
十
日
町
市
）
、
金
子
昭

子
（
十
日
町
市
）
、
板
場
良
平
（
津

南
町
）

ステキ発見大賞　火の用心（高橋賢治さん）

ス
テ
キ
発
見
表
彰
式
に

　
　
　
お
出
掛
け
く
だ
さ
い

　
ス
テ
キ
発
見
表
彰
式
を
十
月
十
六
日

GD
午
後
一
時
か
ら
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
催
し

ま
す
。
各
賞
の
発
表
と
表
彰
、
入
選
作

品
百
点
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　－購
綱酬

　　　講　　轍畿
》
芸
術
部
門
優
秀
賞

　
苗
代
作
り
（
柳
芳
信
さ
ん
）

く
一
般
部
門
優
秀
賞

　
古
タ
イ
ヤ
利
用
の
花
壇
と
て
も

　
ス
テ
キ
”
・
（
斉
木
康
晴
さ
ん
）

噛鮒

　
な
お
、
入
選
作
品
の
パ
ネ
ル
展
示
は
、

十
月
十
六
日
正
午
か
ら
十
八
日
ま
で
同

会
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

＋
日
町
市
鉢
で

　
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

平
成
十
年
第
二
回
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ

　
　
鰹
灘

ヨ
ッ
プ
は
、
十
日
町
市
鉢
集
落
で
ブ
ル

ー
ノ
・
マ
ト
ン
さ
ん
（
フ
ラ
ン
ス
）
を

招
い
て
、
「
六
つ
の
徳
の
物
語
」
を
テ
ー

マ
に
八
月
二
十
三
日
～
二
十
七
日
ま
で

開
催
さ
れ
、
地
元
の
青
年
会
、
婦
人
会
、

小
・
中
・
高
校
生
、
先
生
方
な
ど
連
日

四
十
人
あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
各
自
が
動
物
の
絵
を
描
き

短
い
物
語
を
創
作
し
ま
し
た
。
二
日
目

以
降
は
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
さ
約

四
十
五
セ
ン
チ
の
合
板
の
上
に
、
持
ち

寄
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
で
立
体
的
に

表
現
し
ま
し
た
。
マ
ト
ン
さ
ん
も
滞
在

中
、
古
老
か
ら
石
仏
な
ど
の
民
話
を
聞

き
な
が
ら
作
品
の
構
造
を
練
り
、
地
元

の
方
々
と
一
緒
に
作
品
設
置
場
所
の
選

定
を
進
め
ま
し
た
。

　
参
加
者
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制
作

し
た
作
品
は
、
来
年
マ
ト
ン
さ
ん
が
制

作
す
る
作
品
と
一
体
の
も
の
と
し
て
、

大
地
の
芸
術
祭
期
間
中
鉢
集
落
内
に
展

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
企
画
振
興
課
（
盈
57
1
2
6
3
7
）

ジュニア部門優秀賞
　過去50年最高積雪棒グラフを
　ながめるおばあさん（桜井瑛美さん）

　
（
千
手
）
⑨
永
井
裕
貴
（
橘
）

5
年
走
り
幅
跳
び

②
高
橋
佑
太
郎
（
千
手
）
⑧
宮

宏
（
千
手
）
⑨
藤
巻
健
太
（
橘
）

6
年
　
同

①
古
谷
貴
宏
（
川
治
）

　
（
東
）
⑥
丸
山
秀
基
（
上
野
）

5
年
走
り
高
跳
び

①
川
崎
将
幸
（
千
手
）

　
（
吉
田
）
⑧
星
名
貴
弘
（
千
手
）

6
年
　
同

①
鈴
木
龍
也
（
川
治
）

（
千
手
）
⑩
小
林
智
之
（
千
手
）

5
年
　
8
0
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

①
中
川
大
志
（
下
条
）

（
馬
場
）
⑧
保
坂
洋
三
（
千
手
）

6
年
　
同

①
金
子
良
太
（
十
日
町
）

太
（
水
沢
）
⑧
星
名
大
地

5
年
　
4
0
0
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

友

②
高
橋
宣
弘

②
丸
山
正
樹

⑩
樋
口
陽
太

②
鈴
木
俊
也

②
植
木
涼

（
千
手
）

①
下
条
小
④
千
手
小
（
高
橋
佑
太
郎
、

川
崎
将
幸
、
関
口
直
輝
、
宮
　
友
宏
）

⑥
橘
小
（
片
桐
裕
貴
、
中
川
広
也
、

藤
巻
健
太
、
根
津
裕
太
郎
）

6
年
　
同

①
川
治
小
②
東
小
③
水
沢
小

〔
女
子
〕

5
年
　
1
0
0
メ
ー
ト
ル

①
小
杉
一
恵
（
下
条
）
③
小
林
加
奈

（
仙
田
）
⑦
柳
　
良
子
（
千
手
）

6
年
　
同

①
江
村
美
樹
（
西
）
②
山
田
由
布
子

（
東
）
③
山
本
久
美
子
（
東
）

5
年
8
0
0
メ
ー
ト
ル

①
水
落
あ
す
か
（
鐙
島
）
②
春
日
苑

子
（
吉
田
）
⑤
小
林
加
奈
（
仙
田
）

6
年
同

①
小
林
美
貴
（
下
条
）
②
山
本
久
美

子
（
東
）
⑤
平
野
実
穂
子
（
千
手
）

5
年
走
り
幅
跳
び

①
阿
部
江
里
子
（
十
日
町
）
④
水
品

貴
恵
（
上
野
）
⑨
柳
　
良
子
（
千
手
）

6
年
同

①
山
本
奈
央
（
橘
）
②
星
名
沙
保
里

　
（
東
）
⑥
小
川
絢
香
（
上
野
）

5
年
走
り
高
跳
び

①
小
林
い
ず
み
（
川
治
）
③
押
木
莉

絵
（
上
野
）
⑤
小
幡
裕
美
（
橘
）

6
年
同

①
丸
山
芽
衣
子
（
上
野
）
②
斉
木
麻

美
子
（
鐙
島
）
③
水
落
紗
智
子
（
下

条
）

5
年
8
0
メ
i
ト
ル
ハ
ー
ド
ル

①
小
杉
一
恵
（
下
条
）
⑤
山
家
由
香

利
（
橘
）
⑧
滋
野
真
未
（
橘
）

6
年
同

①
村
山
優
美
（
水
沢
）
②
桑
原
葉
月

（
川
治
）
③
小
島
　
望
（
東
下
組
）

5
年
　
4
0
0
メ
i
ト
ル
リ
レ
ー

①
下
条
小
②
東
小
③
＋
日
町
小

6
年
同

①
西
小
②
東
小
④
千
手
小
（
登
坂
泰

子
、
星
名
育
美
、
松
崎
さ
お
り
、
斎

藤
陽
子
）
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「
敬
老
の
日
」

　
　
　
3
8
人
に
祝
い
品
を
贈
る

　
老
人
週
間
（
九
月
十
五
日
～
三
十
日
）

に
ち
な
ん
で
、
県
と
町
か
ら
八
十
八
歳

（
米
寿
）
三
十
八
人
に
敬
老
祝
い
品
が

贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
十
五
日
、
町

長
、
助
役
、
収
入
役
が
各
世
帯
を
訪
問

し
て
直
接
祝
い
品
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。
お
祝
い
を
受
け
た
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
　
田
村
ト
ク
（
山
野
田
）
、
星
野
サ

　
ヨ
（
発
電
所
通
り
西
）
、
冨
田
イ
シ

　
（
栄
町
）
、
渡
辺
ク
ラ
（
栄
町
）
、
川

　
崎
き
み
井
（
栄
町
）
、
高
橋
ハ
リ

　
（
朝
日
町
）
、
大
渓
不
二
男
（
上
町
）
、

　
小
野
塚
テ
フ
（
上
町
）
、
山
崎
ヨ
シ

　
（
中
央
町
）
、
太
田
ト
ク
（
田
中
町
）
、

　
太
田
キ
ヨ
（
田
中
町
）
、
高
橋
米

　
（
神
社
町
）
、
広
田
久
平
（
学
校
町
）
、

　
丸
山
タ
ニ
（
木
島
）
、
柄
沢
勇
（
沖

田ロ町長からお祝い品を受ける
　　　　　　　　　広田久平さん

　
立
）
、
高
橋
ハ
ル
（
伊
友
）
、
星
名
マ

　
ス
（
伊
友
）
、
丸
山
伊
勢
松
（
高
原

　
田
）
、
野
沢
セ
ツ
（
あ
か
ね
園
）
、
田

　
辺
ト
モ
（
あ
か
ね
園
）
、
江
ロ
ミ
キ

　
（
あ
か
ね
園
）
、
川
崎
ツ
タ
（
上
野
）
、

　
富
井
キ
ヨ
（
上
野
）
、
清
水
ミ
キ

　
（
上
野
）
、
星
名
忠
一
（
下
平
新
田
）
、

　
小
林
キ
ミ
（
下
平
新
田
）
、
和
久
井

　
ク
ニ
（
木
落
）
、
田
ロ
ト
ウ
（
木
落
）
、

　
藤
原
ト
ク
（
仁
田
）
、
丸
山
セ
ツ

　
（
根
深
）
、
藤
田
サ
ダ
（
根
深
）
、
田

　
中
直
江
（
下
原
）
、
南
雲
チ
ヨ
（
中

　
仙
田
）
、
小
林
セ
キ
（
中
仙
田
）
、
小

　
林
邦
治
（
中
仙
田
）
、
増
田
ク
ラ

　
（
室
島
）
、
斉
木
ヨ
シ
（
小
脇
）
、
押

　
木
ヨ
シ
ヲ
（
田
戸
）

　
総
務
庁
が
九
月
十
四
日
、
十
五
日
現

在
の
高
齢
者
人
口
推
計
値
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
六
十
五
歳
以

水
品
収
入
役
か
ら
お
祝
い
品
を

受
け
る
星
名
忠
一
さ
ん

水品収入役からお祝い品を受ける
　　　　　　　　　増田クラさん

上
の
高
齢
者
人
口
は
、
前
年
よ
り
六
十

七
万
人
多
い
二
千
百
十
六
万
人
（
男
性

八
百
八
十
一
万
人
・
女
性
千
二
百
三
十

六
万
人
）
で
、
総
人
口
の
一
六
・
七
％

を
占
め
、
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
県
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
五
十
一
万
四
千
人
、
高
齢

化
率
二
〇
・
七
％
（
前
年
比
二
〇
・
一

ポ
イ
ン
ト
増
）
、
当
町
の
六
十
五
歳
以

上
人
口
は
二
、
二
五
九
人
、
高
齢
化
率

二
六
・
九
％
（
前
年
比
○
・
一
ポ
イ
ン

ト
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
平
助
役
か
ら
お
祝
い
品
を

受
け
る
藤
原
ト
ク
さ
ん

　平成11年9月15日現在
（平成12年4月1日満年齢）者番付寿町長西川

（敬称略）

東 西

氏　　名 住　所 世帯主 生年月日 年令 氏　　名 住　所 世帯主 生年月日 年令

北村クメ 山野田 日出太 M30．4．10 102 横　綱 村山シマ 新町新田 若山昭治 M33．5．12 99

数藤寅治 沖　　立 寅　夫 M34．4．3 98 大　関 高橋惣治 室　　島 寅　治 M34．6．5 98

宮　　トミ 山野田 正朗 M34．12．18 98 関　脇 南雲ヤス 田中町 善　二 M35．7．7 97

田村チヤウ 鶴　　吉 一　策 M35．7．23 97 小　結 田ロキ　ヨ 木　　落 直　正 M36．1．7 97

丸山宗太郎 下　　原 本　人 M36．2．26 97 前　頭 春日　フク 伊　　友 好　和 M36．5．25 96

小海ク　ヨ 小根岸 益　男 M36．10．23 96 2 石田コ　ト 小　　脇 太郎松 M36．10．27 96

山田ヨ　シ あかね園 本　人 M36．12．10 96 3 星名ハル 学校町 美　信 M37．1．27 96

高橋ヒサ 中仙田 恒　平 M37．3．4 96 4 中村昌平 岩　　瀬 昌　弘 M37．9．10 95

宮本貞子 発電所通り東 昌　幸 M37．10．1 95 5 柄澤荘八 沖　　立 数藤　実1M37．12．7 95

根津英作 上　　野 本　人 M37．12．21 95 6 渡邊シゲ 上　　野 孝　平 M38，1．19 95

小野塚キイ 中央町 一 M38．1．28 95 7 小林まつ あかね園 本　人 M38．2．6 95

小幡春一 木　　落 昇 M38．2．19 95 8 田村力子 あかね園 本　人 M38．3．27 95

星野ミ　ン 野　　口 勝　平 M38．4．4 94 9 池竹ヨシ 原　　田 利　治 M38．8．20 94

平野久蔵 四郎兼 治 M38．9．26 94 10 滋野リヤウ 野　　口 義　雄 M38．10．8 94
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川
西
町
長
選
挙
③

岩
瀬

金
　
子
幸
作

血
で
血
を
洗
っ
た

　
初
代
町
長
選
挙
の
運
動
は
告
示
と
同

時
に
激
化
し
、
「
票
の
争
奪
に
骨
肉
も

　
は

相
食
む
」
と
ま
で
言
わ
れ
て
一
週
間
が

過
ぎ
た
。
四
十
三
年
前
の
有
様
を
十
日

町
新
聞
（
昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十
日

号
）
が
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か

　
　
当
落
あ
す
夜
半
判
る

　
　
　
　
川
西
町
長
選
挙
即
日
開
票

　
川
西
町
初
代
町
長
選
挙
は
一
週
間
の

舌
戦
を
終
っ
て
い
よ
い
よ
あ
す
町
民
の

審
判
が
く
だ
さ
れ
る
。
二
十
四
日
告
示

と
同
時
に
中
村
壮
吉
（
六
二
）
”
無
、

機
業
、
丸
山
恒
正
（
五
一
）
“
無
、

農
”
両
氏
が
立
候
補
し
た
の
に
続
き
、

二
十
五
日
仙
田
か
ら
斎
木
名
賀
吉
氏

（
六
九
）
¶
無
、
農
が
名
乗
り
を
あ
げ
、

賑
や
か
な
選
挙
戦
に
突
入
し
た
。

両
派
と
も
鼻
息
荒
ら
し

　
二
十
八
、
九
の
両
日
昼
夜
行
わ
れ
た

立
会
演
説
会
は
斎
木
氏
が
辞
退
、
中
村

丸
山
両
候
補
が
三
十
分
ず
つ
熱
弁
を
ふ

る
い
、
聴
衆
の
入
り
も
農
繁
期
に
も
か

か
わ
ら
ず
盛
会
だ
っ
た
。

　
あ
す
の
投
票
日
は
午
前
七
時
、
サ
イ

　
レ
ン
を
合
図
に
十
六
か
所
で
投
票
を

　
開
始
、
夜
六
時
に
締
め
切
り
九
時
か

　
ら
千
手
中
学
校
で
開
票
、
同
十
一
時

　
と
十
二
時
の
二
回
中
間
発
表
が
あ

　
　
　
お
お
よ

　
り
、
凡
そ
午
前
一
時
半
終
了
の
予
定

　
で
あ
る
。
選
挙
当
日
の
有
権
者
は
八

　
千
四
百
十
九
人
（
男
四
千
四
十
一
、

　
女
四
千
二
百
七
十
一
人
）

　
仙
田
の
元
村
長
増
田
克
治
氏
を
責
任

者
に
木
島
の
市
川
富
二
さ
ん
方
に
事
務

所
を
お
く
中
村
侯
補
は
、
立
ち
遅
れ
の

き
ら
い
は
あ
っ
た
が
言
論
戦
で
十
分
ば

ん
回
で
き
た
と
自
信
の
ほ
ど
を
み
せ
、

当
落
の
カ
ギ
を
握
る
仙
田
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
。
支
持
者
に
き
く
同

氏
の
得
票
皮
算
様
は
、
投
票
率
九
十
五

パ
ー
セ
ン
ト
と
み
て
千
手
で
千
二
百
五

十
、
上
野
で
九
百
五
十
、
橘
で
九
百
、

仙
田
千
七
百
計
四
千
八
百
と
ふ
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
中
屋
敷
の
小
林
伝
司
さ
ん
方

に
陣
取
る
丸
山
候
補
も
元
村
長
の
橘
の

野
沢
秀
保
氏
を
責
任
者
に
た
て
「
健
全

財
政
、
五
力
年
計
画
推
進
」
を
旗
印
に

現
役
の
強
味
を
誇
っ
て
い
る
。
事
務
所

の
関
係
者
は
「
後
半
戦
を
有
利
に
進
め

た
」
と
し
、
こ
れ
も
投
票
総
数
七
千
六

百
前
後
と
し
て
千
手
で
千
四
百
五
十
、

上
野
五
百
八
十
、
橘
千
六
百
三
十
、
仙

田
千
六
百
九
十
計
五
千
六
十
前
後
は
と

れ
よ
う
と
な
か
な
か
鼻
息
が
あ
ら
い
。

初
代
町
長
に
中
村
壮
吉

広
く
町
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
た
町
長

選
挙
は
、
川
西
郷
に
黄
金
の
稲
穂
が
ゆ

れ
る
十
月
一
日
に
執
行
さ
れ
た
。
だ
れ

が
初
代
町
長
の
座
に
収
ま
る
の
か
関
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
た
ず

が
た
か
ま
り
、
町
民
が
固
唾
を
呑
む
な

か
で
行
わ
れ
た
開
票
の
状
況
を
、
十
日

町
新
聞
（
昭
和
三
十
一
年
十
月
五
日
号
）

で
偲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
中
村
氏
が
大
勝

　
　
　
　
川
西
町
初
代
町
長
選
で

　
　
開
票
結
果

　
当
選
四
四
五
七
票
　
中
村
　
壮
吉

　
次
点
三
一
六
〇
票
　
丸
山
　
恒
正

　
　
　
　
　
一
五
票
　
斎
木
名
賀
吉

　
　
投
票
率
九
一
・
二
六
％

　
投
票
日
の
一
日
は
薄
曇
り
で
、
絶
好

の
投
票
日
和
だ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
農

繁
期
と
か
ち
合
い
、
出
足
が
心
配
さ
れ

た
が
、
身
近
な
選
挙
だ
け
に
投
票
者
は

次
々
と
つ
め
か
け
、
有
権
者
八
千
四
百

十
九
人
の
九
十
一
・
二
六
パ
ー
セ
ン
ト

七
千
六
百
八
十
三
人
が
投
票
し
た
。

　
開
票
は
夜
九
時
か
ら
千
手
中
学
校
で

行
わ
れ
た
が
、
参
観
者
は
場
外
に
あ
ふ

れ
る
程
の
熱
の
入
れ
方
だ
っ
た
。
十
一

時
の
中
間
発
表
で
は
中
村
氏
が
や
や
有

勢
、
続
い
て
十
一
時
五
十
分
の
発
表
で

は
早
く
も
「
中
村
氏
当
確
」
が
決
ま
つ

た
。
初
代
町
長
に
当
せ
ん
し
た
中
村
氏

の
選
挙
事
務
所
と
自
宅
は
、
当
選
を
祝

う
家
の
子
郎
党
で
ゴ
ッ
タ
返
す
さ
わ

ぎ
。
そ
の
中
で
中
村
氏
は
喜
び
を
次
の

よ
う
に
語
っ
た
。

　
当
選
の
報
を
き
い
て
今
ま
で
の
つ
か

れ
が
ふ
っ
と
ん
で
し
ま
っ
た
。
と
同
時

に
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
選
挙
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
公
約
し

た
と
お
り
、
平
和
で
豊
か
な
川
西
町
を

つ
く
り
あ
げ
る
と
と
も
に
、
中
魚
沼
の

た
め
に
も
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う

努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

斎
木
名
賀
吉
の
公
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
え

　
高
倉
の
斉
木
名
賀
吉
は
元
近
衛
歩
兵

曹
長
で
大
正
四
年
に
近
衛
兵
で
入
営
し

た
中
村
壮
吉
の
先
輩
に
当
た
る
と
い
う

か
ら
、
両
者
の
間
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
が

な
か
っ
た
と
い
え
ば
嘘
に
な
る
。
告
示

の
翌
日
に
名
乗
り
を
上
げ
た
斎
木
は
、

新
町
建
設
に
つ
い
て
有
権
者
の
度
肝
を

抜
く
よ
う
な
、
誇
大
妄
想
的
な
夢
を
次

の
よ
う
に
説
い
て
ま
わ
っ
た
。

　
①
オ
レ
が
町
長
に
な
っ
た
ら
若
ノ
窪

の
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
り
、
交
通
を
至

便
に
、
中
学
校
を
一
校
に
統
合
す
る
。

　
　
　
　
　
　
せ
き

　
②
高
倉
沢
を
堰
止
め
て
霧
谷
の
下
ま

で
貯
水
し
、
生
活
用
水
や
農
業
用
水
を

確
保
し
て
町
民
の
便
益
を
図
る
。

　
③
童
子
ヶ
島
を
荒
れ
さ
せ
て
お
く
手

は
な
い
。
あ
そ
こ
に
小
学
校
や
住
宅
を

建
て
、
渋
海
川
も
観
光
面
で
生
か
す
。

　
④
羽
黒
山
か
ら
霧
谷
峠
の
峯
ま
で
、

山
麓
は
稲
葉
か
ら
千
手
の
山
の
根
ま
で

開
発
し
て
県
立
農
学
校
を
誘
置
す
る
。

　
⑤
洪
水
の
た
び
に
流
失
し
た
十
日
町

橋
の
下
流
に
、
シ
ッ
コ
レ
ナ
イ
丈
夫
な

永
久
橋
を
三
つ
架
け
る
が
ん
だ
。

　
人
び
と
は
、
壮
大
な
構
想
を
熱
く
語

る
斎
木
の
話
を
、
「
そ
ん
な
出
来
も
し

な
い
こ
と
を
考
え
る
が
ん
な
お
前
さ
ん

ば
っ
か
だ
」
と
聞
き
流
し
て
相
い
手
に

昭
和
31
年
当
時
の
新
聞
の
写
し

，
灘
騰
騒
㎜
麟
欝
薩
騰
騰
，
撒
　
、
霧
難
灘
雛
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糟
馨
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
譲
嚢
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

説
嘗
落
糧
灘
聾
鍮
懸
懸

　
　
　
　
　
　
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
継

　
　
ゾ

　
　
爾
継
　
　
　
　
　
F
縁
畿
継

　
　
刷
，
衛
撃
饗
恩
蕊
し
　
　
ー
醸
繕
鞭
灘

識
鞭
灘
難

　
　
麺
難
辮
鰯

　
　
　
　
　
む
の
ね
も
　
サ
な
な
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
“
・
嬢
・
灘
繍

・
中
村
丸
曲
矯
立
熾
　
，
・
難

．
署
欝
長
饗
蕩
叢
臓
麟

く

郷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
≦
棄
轟
灘
鰍
憲
灘
灘

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屈
　
　
　
　
　
灘
繍

ゆ
ゆ

，
、
・
　
　
　
漣
翻
ゐ
謙
灘

騰ゆ
．
騨

町鶯垂欄し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
考
え
る

と
五
十
年
前
の
夢
が
着
実
に
実
現
し
て

お
り
、
こ
の
人
の
訴
え
た
非
凡
な
予
言

に
脱
帽
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
立
侯
補
の
動
機
に
つ
い
て
、
「
町
の

衆
が
オ
レ
の
話
を
ど
れ
だ
け
信
じ
て
く

れ
る
や
ら
、
そ
れ
が
知
り
た
く
て
…
」

と
語
り
、
「
オ
レ
が
出
馬
し
て
も
、
カ

カ
（
夫
人
）
も
オ
レ
に
は
入
れ
て
く
れ

な
い
だ
ろ
う
テ
」
と
笑
い
な
が
ら
届
け

出
を
済
ま
せ
た
。
と
く
に
支
持
す
る
人

も
な
く
、
選
挙
運
動
期
間
中
を
足
の
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ば
ん

く
ま
ま
気
の
向
く
ま
ま
、
軍
用
鞄
を
腰

　
さ

に
提
げ
て
意
欲
的
に
歩
き
ま
わ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
人
の
獲
得
し
た
十

五
票
に
は
重
味
が
あ
る
（
敬
称
略
）
。

※
十
日
町
新
聞
社
の
高
橋
源
吾
編
集
長

　
か
ら
資
料
を
い
た
だ
き
ま
し
え
。
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平
成
十
二
年
度

保
育
園
入
園
申
し
込
み
受
け
付
け

◆
受
付
期
限

　
十
月
二
十
日
㈱
～
十
一
月
十
九
日
㈹

◆
申
し
込
み
方
法

　
役
場
福
祉
課
並
び
に
各
町
立
保
育
園

に
備
え
付
け
の
「
保
育
所
入
所
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
所
定
の
提
出

先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
規
児
童
分
の
申
し
込
み
は
、

役
場
福
祉
課
窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
育
園
に
関
す
る
資
料
を
申

込
書
と
一
緒
に
お
渡
し
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
書
添
付
書
類

○
新
規
入
園
で
家
庭
内
に
病
人
が
い
る

　
場
合
は
「
医
師
の
診
断
書
」

◆
注
意
事
項

○
心
身
の
障
害
な
ど
で
団
体
生
活
が
で

　
き
な
い
児
童
は
、
入
園
で
き
な
い
こ

　
と
が
あ
り
ま
す
。

千手保育園で行われた秋の遠足から（9／29）

○
家
庭
内
に
入
園
希
望
児
が
二
人
以
上

　
い
る
と
き
は
、
各
児
童
ご
と
に
申
し

　
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

○
現
在
入
園
中
で
引
き
続
き
入
園
を
希

望
す
る
児
童
で
、
昨
年
の
申
し
込
み

　
時
に
「
保
育
の
実
施
を
希
望
す
る
期

　
間
」
を
二
年
以
上
で
申
し
込
み
を
さ

　
れ
た
児
童
分
に
つ
い
て
は
申
し
込
み

　
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
保
育

　
所
入
所
児
童
家
庭
調
査
票
」
を
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

o
家
庭
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、

　
申
込
書
は
直
接
家
族
の
方
が
持
参
し

　
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
奮
六
八

　
－
三
二
一
　
内
線
二
〇
四
）

◆
募
集
人
員
と
申
込
書
の
提
出
先

施設名 募集人員

千手保育園

就
学
前
児
童

80　人

南原保育園 45　人

上野保育園 60　人

橘保育園 80　人

仙田保育園 30　人

　
申
込
書
は
、
福
祉
課
社
会
福
祉
係
ま

た
は
各
町
立
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

6
日
出
～
7
日
日

11
か
わ
に
し
自
満
祭

6
日
の
催
し

会
場
　
川
西
中
学
校

◆
夢
き
ゃ
ら
ば
ん
公
演

　
　
午
後
β
時
～
8
時

会
場
　
総
合
体
育
館

◆
町
民
文
化
祭

◆
川
西
町
美
術
展

◆
ビ
デ
オ
上
映

◆
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス

　
ト

　
　
午
前
9
時
～
午
後
8
時

7
日
の
催
し

会
場
　
川
西
中
学
校

◆
大
な
わ
と
び
大
会

　
　
午
前
9
時
～
1
1
時

◆
民
謡
と
お
ど
り
の
祭
典
（
芸
能
大
会
）

　
　
正
午
～
午
後
4
時

◆
だ
る
ま
落
し
大
会

　
　
午
前
1
0
時
～
正
午

◆
屋
台
村
開
店

◆
錦
鯉
品
評
会

　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
ユ
ー
ユ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
（
蓑
）

◆
琴
伝
流
大
正
琴
発
表
会

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

妻
有
福
祉
会
施
設
職
員
募
集

　
社
会
福
祉
法
人
妻
有
福
祉
会
で
は
、

精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設
「
エ
ン
ゼ

ル
妻
有
」
の
作
業
指
導
員
一
人
を
、
次

に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
勤
務
場
所

　
精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設
「
エ
ン

　
ゼ
ル
妻
有
」

■
受
験
資
格

　
作
業
療
法
士
の
国
家
資
格
を
有
す
る

　
者
（
来
春
、
資
格
取
得
見
込
み
者
を

　
含
む
）

■
採
用
条
件

　
広
域
行
政
圏
在
住
又
は
出
身
者
で
、

　
原
則
と
し
て
普
通
自
動
車
運
転
免
許

　
を
有
す
る
通
勤
可
能
な
者
。

■
申
込
場
所

　
〒
9
4
9
－
8
5
2
5

十
日
町
市
大
字
新
宮
乙
1
9
5
1
3

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
妻
有
荘
」

　
（
費
5
8
1
2
0
5
0
）
又
は
、

　
〒
9
4
9
1
0
0
5
4

　
十
日
町
市
大
字
高
山
1
3
6
0
1
1

　
精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設
「
エ
ン

　
ゼ
ル
妻
有
」
（
盈
5
2
1
0
0
5
0
）

■
受
付
期
間

　
1
0
月
2
9
日
㈹
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

　
消
印
は
1
0
月
2
9
日
ま
で
有
効
）

■
提
出
書
類

①
職
員
採
用
試
験
申
込
書

　
（
「
妻
有
荘
」
　
・
「
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
」

会
場
　
総
合
体
育
館

◆
町
民
文
化
祭

◆
川
西
町
美
術
展

◆
ビ
デ
オ
上
映

◆
か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス

　
ト午

前
9
時
～
午
後
4
時

去年のきゃらばん公演から

に
あ
り
ま
す
）

②
卒
業
証
書
の
写
し
、
ま
た
は
卒
業

　
　
証
明
書
、
卒
業
見
込
書

③
免
許
、
資
格
を
有
す
る
証
明
書
の

　
　
写
し
、
又
は
自
動
車
運
転
普
通
免

　
　
許
取
得
計
画
書

④
返
信
用
封
筒
に
80
円
切
手
を
張

　
　
り
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
た
も
の

■
試
験
な
ど

　
・
日
時
、
会
場
は
、
直
接
本
人
に
通

　
　
知
し
ま
す
。

　
・
試
験
面
接

※
問
い
合
わ
せ
先

㈹
妻
有
福
祉
会
（
盈
5
8
1
2
0
5
0
）

11．1α10⑫



韮
目

意（
敬
称
略
）

福
祉
に

渡
辺
　
ク
ラ
（
栄
　
町
）

シ
ル
バ
ー
商
会
（
十
日
町
市
）

十
万
円

三
千
円

第
4
回

川
西
町
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

★
日
時
1
0
月
1
7
日
㈲
雨
天
決
行

★
会
場
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
場

★
参
加
費
　
5
、
0
0
0
円

　
　
　
　
　
（
プ
レ
ー
費
・
昼
食
込
み
）

★
方
　
法
　
男
女
混
合
・
ペ
リ
ア
方
式

★
募
集
人
員
　
先
着
4
0
人

★
申
し
込
み
期
限
　
1
0
月
1
2
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で

★
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
9
4
8
1
0
1
2
2

　
川
西
町
大
字
上
野

　
　
サ
ン
パ
レ
ス
ナ
カ
ゴ

　
（
盈
0
2
5
7
1
68
1
4
4
1
9
）

★
申
し
込
み
方
法

　
参
加
申
込
書
と
参
加
費
を
添
え
て
直

接
申
込
先
へ
。

　
※
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別

　
　
・
電
話
番
号
が
必
要
。

　
※
納
入
後
、
変
更
が
あ
っ
て
も
払
い

　
　
戻
し
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

★
主
　
催
　
中
子
ふ
る
さ
と
広
場
管
理

　
　
　
　
　
組
合

小
わ
に
レ
　
　
　
　
　
新
涼
や
鐘
撞
く
僧
の
白
緋

　
　
　
岬
壇
幽
．
同
崎
正
風
選
我
れ
よ
り
も
流
行
を
着
て
古
案
山
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
三
郎

ふ
く
ろ
う
の
ほ
う
ほ
う
ほ
う
と
夜
長
か
な
　
強
か
に
倒
れ
し
稲
の
手
刈
り
か
な

夜
な
べ
し
て
バ
ザ
ー
へ
の
物
二
つ
三
つ
　
　
倒
伏
の
稲
刈
り
上
げ
し
安
堵
か
な

花
木
橦
八
海
山
も
晴
れ
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜
　
案
山
子
に
も
言
葉
を
か
け
て
稲
の
出
來

熱
の
子
に
滴
る
梨
を
む
き
に
け
り
　
　
　
　
稲
の
出
來
風
の
行
く
道
あ
り
に
け
り

里
芋
の
葉
の
下
く
ず
り
さ
く
を
切
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き
　
虫
の
声
肴
に
独
り
酒
を
酌
む

神
燈
の
明
り
う
る
み
ぬ
夜
の
霧
　
　
　
　
　
一
人
酌
む
杯
冷
え
て
遠
蛙

秋
立
つ
や
に
わ
か
に
目
だ
つ
菜
の
太
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治
　
蟷
螂
の
身
構
え
る
鎌
振
り
上
げ
て

雨
風
も
な
く
て
厄
日
や
大
根
蒔
く
　
　
　
　
時
折
に
雲
が
邪
魔
す
る
月
見
か
な

車
椅
子
豊
作
の
田
に
来
て
止
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生
　
仙
田
か
ら
稲
刈
り
だ
よ
と
孫
の
声

山
一
つ
越
え
て
友
訪
う
草
紅
葉
　
　
　
　
　
稲
刈
り
を
や
っ
て
も
見
た
き
八
十
路
吾
れ

紫
苑
切
る
遠
き
日
の
母
空
深
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

　
　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子
糞
害
を
残
し
我
が
家
の
燕
去
る

祭
了
え
日
焼
け
疲
れ
の
子
等
眠
る
　
　
　
　
こ
の
辺
り
棚
田
の
跡
や
花
芒

白
鷺
の
番
ひ
降
り
立
つ
刈
田
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い
　
敬
老
の
日
を
有
難
く
迎
ひ
け
り

栗
の
い
が
幾
つ
も
落
ち
て
通
学
路
　
　
　
　
敬
老
の
雨
の
一
日
テ
レ
ビ
見
る

大
島
の
記
念
の
椿
実
を
つ
け
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え
　
桐
一
葉
ふ
わ
り
と
落
ち
し
蟻
の
道

腰
か
が
め
あ
と
一
畝
と
麦
を
蒔
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
澤
　
澄
代

運
動
会
パ
ワ
ー
貰
う
て
帰
り
け
り
　
　
　
　
今
年
ま
た
声
軽
や
か
に
鉦
叩

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史

月
高
し
眠
れ
ね
む
れ
と
蛙
鳴
く
　
　
　
　
　
巣
の
蜂
の
怒
り
静
ま
る
ま
で
を
待
つ

月
出
で
て
明
る
き
谷
間
蛙
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

　
　
　
　
　
　
　
中
島
町
　
長
野
　
キ
ミ
　
一
枚
の
目
立
つ
休
み
田
蕎
麦
の
花

先
人
の
苦
労
を
守
り
棚
田
刈
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

稲
架
か
け
て
隣
と
し
ば
し
別
れ
か
な
　
　
　
座
布
団
に
一
つ
づ
つ
置
く
団
扇
か
な

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美
　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
）

O休日救急医

10月10日山
　　　　　　a

　　　“　　レ 条
村
町
町
町
条
町
町
市
条

　
3
里
1
日
0
原
7
南
7
　
8
　
1
中
3
　
1
　
8

圷
0
0
仲
1
1
個
1
0
川
9
5
倖
8
7
仲
0
1
時
7
1
佃
4
0
ぽ
3
6
仲
0
1

院
2
院
2
院
6
院
2
院
2
院
3
院
2
院
2
院
2
院
3

　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
医
一
　
一
　
［

嘔
弱
禰
6
3
撃
験
蛛
6
6
撃
讐
鯵
賛
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
上
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
a

11日大

　費
17日大

　麿
24日長

　a
“　由

　　31日庭
　　　　豊

11月3日田I

　　　　a
　　7日高
　　　　a
　　“　由

あ
な
た
の
腰
大
丈
夫
で
す
か
？

　
秋
の
農
作
業
も
一
段
落
し
、
一
息
つ

い
て
い
る
頃
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、
集
落
を
回
っ
て
い
て
思
う
こ

と
は
、
　
「
腰
の
曲
が
っ
た
方
が
本
当
に

多
く
な
っ
た
…
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
転
ば
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
」
と
声

を
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
当
に
多
く
の
方
が
腰
痛
や

膝
痛
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
腰
痛
に
は
、
長
い
問
座
っ
て
い
た
り
、

立
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
で
重
く
、
だ

る
い
よ
う
な
慢
性
の
痛
み
が
起
こ
る
腰

痛
症
。
こ
れ
ら
に
加
え
、
腰
か
ら
お
尻

に
か
け
て
の
痛
み
や
下
股
の
し
び
れ
を

伴
う
す
べ
り
症
や
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
な

ど
様
々
な
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。

【
腰
痛
予
防
の
5
か
条
】

1
無
理
な
姿
勢
が
腰
痛
を
起
こ
す

さあはじめよう腰痛体操
　　　　　　　1腹筋運動

ゆっくり起き上がり、肩が床から25cmのところで5

秒とめ、再びもとの位置にもどします。この体操を

3回くらいから始めて、10回くらいします。

2
中
腰
で
重
い
物
を
持
た
な
い
　
罰

3
壌
ふ
か
な
布
団
．
ベ
ッ
ド
は
大
敵
留

4
勧
す
の
吉
同
さ
は
足
の
長
さ
に
あ
わ
せ
騰

5
車
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
は
よ
く
な
い
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
日
常
生
活
時
の
注
意
や
軽
い
体
操
で
爾
恥

妻
鋒
謎
懸
鰭

腰
痛
の
あ
る
人
と
っ
て
、
最
も
良
い
ス

ポ
ー
ツ
は
水
泳
と
言
わ
れ
ま
す
。
浮
力

に
よ
っ
て
楽
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
、
腰
を
痛
め
る
心
配
も
少
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
中
で
も
背
泳
ぎ
の
姿
勢

が
効
果
的
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
挑
戦

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
こ
で
は
、
家
で
で
き
る
腰
痛
体
操

を
紹
介
し
ま
す
。
実
践
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　　　　　　　2瞥筋運動

おなかとおしりをちぢめ、上体はそのままで。おへ

そをあごのほうに同けるようにします。5～10回く

らい行い、ゆっくり休みます。

　　　　　3背筋葛申ばす
両手で両ひざをわきの下にかかえ込みます。できれ

ぱ、10～20回くらい連続して行います。
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戸
籍
の
窓
離
，
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ロ

箋
婁
婁
萎
葛
駿
墓

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　 （山井小春
　　野
岸川塚日

敏
幸

久
美
子

健
　
久

百
合
子

神
社
町

十
日
町
市

東
善
寺

小
国
町

　
昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

長
谷
川
力
一
71
（
東
　
）
赤
　
谷

斉
藤
　
安
雄
7
9
（
克
根
）
発
電
所
通
り
東

増星高
田野橋

ヌ八豊
イ郎二
939080
ハ　 ハ　 ハ
準勝本

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
し
ゅ
ん
の
す
け

佐
藤
俊
之
介

　
　
　
　
し
お
り

長
谷
川
　
栞

　
　
　
　
さ
　
　
や

高
橋
　
沙
夜

　
　
　
ま
　
　
ゆ
　
　
か

山
口
茉
由
花

（
9
月
1
日
～
30
日
届
け
出
分
）

　
人
）
田
中
町

　
行
）
発
電
所
通
り
西
o
一

　
　
一
）
室
島
　
器

　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
器

隆
㍉
下
平
新
轟

　
糸
　
　
　
　
　
　
　
き

　
貢
　
　
　
　
　
　
3

房
子
み
の
り
団
地
器

　
　
　
　
　
　
　
き

一
　
能
　
　
　
　
　
＝

浩
子
坪
　
山
”

　
　
　
　
　
　
　
0
0

　
賢
　
　
　
　
　
　
＝

幸
恵
み
の
り
団
地
器

　
　
　
　
　
　
　
鵠

　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
332塁＝＝3＝＝＝＝＝＝＝＝3＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝3＝＝＝＝＝＝＝＝3＝＝＝

ち
い
さ
な
展
覧
窪

　霧羅塗

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
日
　
時
　
　
1
0
月
1
5
日
絵
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

．
場
所
　
川
西
町
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

．
相
談
担
当
者
　
　
人
権
擁
護
委
員
　
児
玉
達
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
小
林
力
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
滋
野
豊
子
さ
ん

女子綱引き大将戦のひとコマ

罎麟騨噛髄撰

獺騨1鱒
　　　　　　　　　　　　1

、轟斎晒嬰
纒薪灘

＝
レ
「
野
口
の
神
社
か
ら
見
え
る
風
景
」

　
表
紙
の
写
真

　
九
月
十
二
日
、
川
西
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
　
「
川
西
中
体
育
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
　
『
ひ
び
け
感
動
！
燃
え

ろ
闘
志
〃
入
7
、
勝
利
を
目
指
し
て
戦
う

と
き
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
赤
・
黄
・

青
の
三
組
に
分
か
れ
た
生
徒
た
ち
が
、

学
年
全
員
種
目
や
全
員
リ
レ
ー
な
ど
を

展
開
。
中
で
も
長
き
伝
統
を
引
き
継
ぐ

種
目
男
子
騎
馬
戦
、
女
子
綱
引
き
な
ど
、
2

熱
き
パ
ワ
ー
と
激
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

ぶ
つ
か
り
合
い
を
見
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
6
年
生
涌
井
愛
子
さ
ん

　
　
　
　
　
ン

　
　
　
璽
轟
一

　
　
　
ノ
3
驚

　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
索
鑓
，
轡
盆
鶴

同
噛
霧
麟
ゴ

⑳　
　
　
　
一
鷲
◆
遡

月
d
や
◎

　
　
　
　
　
　
　
．
μ

　
　
8
△
叩
値
、
飯
鷲
鴨

》
［
マ
ス
コ
ッ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」

　
5
年
生
共
同
作
品

●　o　●　c　o　●　●　●　O　Q　O　●　o〉
噛
チ
ラ
シ
の
え
ん
ぴ
つ
立
て
」

　
3
年
生
平
本
祥
太
く
ん

●
　
　
　
●

●
　
　
　
嘔

O

へ㌔＼
　　、㌦

亀轟
灘

》
「
ロ
ボ
ッ
ト
と
か
い
じ
ゅ
う
」

　
2
年
生
根
津
大
輔
く
ん

（
1
1
月
号
は
仙
田
小
学
校
で
す
）

橘
小
学
校
〉

＼
！
ζ
ー
憂
～

攣

噸蝉庶藁

▲「めめちゃん大好き」

　1年生丸山友浩くん

▲「阿武隈洞のしょうにゅう洞迷路」

　4年生涌井智仁くん
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